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{まじめに
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こった
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(2)あるといった記述である。

二つ Hに拭 f自由γ-闘・相f-もと子のl呼びかけ

る形で農村セツルメン卜がつく

tカ所開設され、+-;"子県間
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どと うな人々や機関が関わつ

ことがちについては、 uたのかといっ

上の中に

そのことから、本稿においては、上記の農村セ

と

東北セットゐメン卜

央部金行、 1989

f東北-c

と記述)で

1. r東北農村生活合理住運動Jの開始

羽仁もと子と吉田幾世による構想、

1934 (昭和例年に東北を襲った同作に対して、

り、矯風会や 全I司友の会として何殺なすべきかについて考える

は違ったf恨の実践が行われた。 Iゆと ようにと将仁もと

Jつ目には、「もっとも凶作被宮が品大であった

ヂ県において、

用者)である。J(-1)といった記述である。

しかしながら、この農村セツルメントがもって

いたとされる特教がなにゆえにどこから出てきた

のか、またIE謹には-体いくつのセツルメントが

1をするな

農村の実態について近くにいながら何も

っていないということに気が付き、右手県の農

村生活の実態を調査することから始めることにし

たという O そして、 1931

ってつながりができ、さちに 1934(Hfi和

9)年の凶作では岩子県で最も深刻な被台地であ

り、村が実態調査に好意的であるということから、
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ツルメントの連常においても力を貸し

の会に理解をして助言指導を符っ

おり、

出してく ということで、こ

れてし

さて、山田幾世氏は上記の調査を行う

と子に直絡会って缶えようと 1935(昭和 10)

年jf月に上京している。そして、東京で静養中で

あった羽仁もと子は古田幾世氏仁対して東北セツル

メントの計画を話している。そ

の1935

2月号の巻頭に「家旅日本をつく

北農村の更をたすけて jとして、セツルメ

ントの計画が発哀-された。羽仁もと子も

式もこの東北の人たちが一時的な援助を受けてあ

りがたいと患うだけではなく、自らの)Jによって

生活していくことができるように、もっている

き出すような取り

たという O この点は、 Ij~ c:東北の出身で為った両

見の一致するところであり、こ

ら発想した取り組みであったとい

る。この点について、吉田幾世jえは

うに述べている。

くから、 して深い関心をもって

いた私達には 、ドij1り

の大部分の人が思っているように、充分な食物や

1着物を与えさ

というように、

ないのです。苦しいこ

もよいかもしれません。

りに摺もったその薄暗し

のにする

本的な対策が講じられなくてはなら怠い、

16 

!小j奏セツルメンj、 総 収i

れをしなくてはならない、と

また、 F要開Jによると

東北農村生活合理化運動としてのセツル

メント

る救済ではな

いう名称のもとに、

よる組織的な活動が開始されたのであっ

られた。(9)

り

むという方針であ

うことではなく、

るということを日標としてその開の 5年において

f七活のしかたを{云械することにしたというもので

、ただ援助をおとなうと農

民が依存的となってしまうという話仁もとfの考

いた0

・カ所ずつ連動を展開するた

めのセツんメント在開設し、セツルメント

する候補地については東北部の友の会があたると

いうことであった。躍動方針がポされたこの段階

においては、凶 lにiJ之すように 6ヶ所のセツルメ

ントが構想されていた。

ちなみに、『要腎Jが発行された 1936(昭和 1I)

l月の段階においてはすでに大蔵セツルメン

トの記載はなくなっている。大薮セツルメントに

ついて

らないといった悪

条件もあってセツルメントの運営には困難がつき

まとうことは充分検測できることである。しか



り(200111ユ)弘前'下院大学社会財布1:学部研究紀をさ

セツルメント

ら派遣することとされた。ま

央部には 3名の東北係がおかれ、セツ

巡凶していた。この3名のうち落合う

問題Jの第 26 第3枕 (1942年 3月)において

村鮒人の住所指導の参考として」と

村1=，出合開化運動について報告をしている。セツ

ルメン卜の指導者は、各地の友の会をメンパーで

あったり、自由学園の卒業牛、在学生が休みを利

mして加わったりしてし

ような方針によって、農村におかれたセ

ツルメントという形態をとり、単にi刈作に対応す

るという目的だけではなく、農民が衛生的で時間

しながら、ごく

をすると

や不信がむけられたという O とくに

は不信感をもってみていたようであ

ところで、セツルメン卜で、の佐川について

身近な衣食住に関わる生出の技術を河得するよう

に定められていた。六か凡で不IJ川{)'は「卒業Jし

て交替するが、それまでの問に仲裁や炊事のしか

たをflJJtJ者が習得する。 毎朝 8時半に利用者が子

どもを連れてやってくると、指導者が本を読んで

聞かせ、洋裁をしたり、炊事をして後片付けやふ

きんの洗い方を学び、掃除をするといったように、

りのメニューがノJ~されてし

うにこ

し1く。
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ツルメントJ(岩手県〉の機柑

ツルメントj の関所

メン

2. 

接村で、 j釘抜-千尺の高地、盛岡:れより

時間午、東北本線好感騨で、花輪線に乗り換ヘ、
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村の方向性が見いだせないということはセツルメ

ン卜の組織にも影響することであったのであろう

から、容の段階で蹴[J-，というこ kは百めなかった

と考えられる。

第:に、-tツルメン卜の'克肢の|什特についてで

ある口それは次のようにぷされていた。「セットル

メントでは、十、Iで一帯貧しい家からト人ほどのお

かみ芯んを集め、寄贈苫れた中 rfJ衣料を材料に"'f:

らせる。仕事に対し11当を支払う。でき

時食は子作り

る。J

よる。そして、

周りの大人たちもぷ類を変えようとするだろうと

羽仁もと千がJ5'えたことによる。

東北セツルメントの所在地関 l11¥典鉱]p.6 

}こで、いうとこ

サイグ

ち



1930 {ri¥;における「問111牧ツルメン打およが|小波セツルメンけの様村|

1I1脈の壌をぬいつ¥トンネル又トンネルを ツルメントに

り、文字通りの山間のし

き り、

きな地域であり、吋時の常食は稗であった。

男た

さえIHない生活をしてし

くるということもないという

り

そのために雑巾を wっ

きんを使っ

ていないという状況は改善5れるにいたってい

さらに、長十をもったこともなかった人たちが、

ように盛岡友 ミシンを能うことまで覚えて卒業している。もち

して衣服の管理をするようになってい

は また、「食jという点では、毎日再じようなもの

を出して、後述するよう

くその使命を開じざるをえなく

第 A 回:1935 

:二山:1937 

以上が3

は26名であった。

していた。

イレは 200メート

って、戸の代わりにむしろ

が使われており、成呂場はないという、当時の農

民と同じ生活条件ーであっ

とのセツルメントでの利用者(京北セツルメン

トにおいては、指導者よりも科用者のほうが大抵

年上であって家院の主婦であったことから、

しておこう O

学ぶように

ために忘れているといった状態であった。しか

覚えた字でfH稼ぎをしている夫に便りを

たっている。

さて、生活のなかでの「衣jをみると、利}jJ者ー

たちはどのように変化していったのであろう

の服が変われば大人も無頓着で、はいられな

くなるという桜説は検証されたのであろう

小学校入学式で子どもが着る搬を、セツ

ルメントに通っている主婦が縫い、その服は村の

中で話題となった。その服を着ている子どもたち

カ1 もってJ学校に行ったという O そ セ

18 

を食べていた人たちが、栄建を考え、違うメごコー

つくることがでで、きるようになつていつ

最初はおE昼:ごご、飯を

ととろカか、ち始めていき、コ口ッケなどを揚げる

かりにしてある半調f聖のものを家に持って帰ると

しかたを覚えてし zっ

されるようになってい

る。それまで、台所の棚に口ーソク・マッチ・ラ

-せっけん・たわしと一緒に子ども

・衣類・ド駄・l.I;t:u哲・醤:油が人っている

といった状況から、分額して幣理することを習得

してい

さらに、 に関しては夫が協力してく よ

うになったというのである。つまり、たが半年く

ら帰ってみると家の中が整理さ

見てびっくりするものの、

台所や殺室に窓をつけて換気をよくしたい、子ど

もの勉強机を昨ってほしいと言語に討われて大

という

ここまでみてくると、

ということだけではなく、

ることによって A{斤をも

にHが聞かれ、

によってコミ:ュケーション能力が養われるとい

らしい牛j~ぶりとなったということが分

しかしながら、とのようにセツルメント

しているなかで、困難がでてく

(2) r田山セツルメントJの移動

ように、 していた岡山セツル
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メントであったが、利Hl岳たちが生活の技を身に

つけ知忠をつけるようになると付人は賢くならな

くてよいと、

ようになっ

てし

だから

であり、

セツルメン

た。

ツルメン卜を煙たがる

し

子ど

くる。 友

内部がj去って

よく知らないために

トラブルがおきている。つ

まり、節句のと設にセツルメントにきた子ども達

をお風日にいれJたら、それは迷惑であるとさ

というのでで、ある O 節節勾句にlはま

る。

くという習慣があるにもかカか、わらず、

にいれてしまうのは附るというごとで

これは現在においても学ぶべき

結川、 fi司じ村のJ1JのYG:tUlという

見畑駅の近くに八骨日!の家のうちの

-押し入れな

っ弓日の活動がな

く、農業と よって!jj~ してい

ザコ

山川([昭和 11) 年仁もこの地域は~作で、セツ

/レメン卜の利用語が指導者のもとにお米を貸して

ほしいといってやってくることがあった。

とし 1ってし1

小湊セツルメント実施の臼

あっ

とおりで

: 1935 (昭和 10)ド3月27f] ~ 10丹23fj 

: 1935 (Hf{不[J10) 11月 16日~

1936(昭和 11)年 6月 12R 
第三回:1936 (昭和 11)年 7月 13U 

1937 (昭和 12){ド 10H 29 [1 

~}山間 :1937([肝不[J 12)年 11月 17日~

1938 (昭和 13)年 4月28U 

: 1938 (昭和 13)年9月 24日~

1939 

その後は盛捌から号の すること ると考え ことによる

閉鎖するとととなっ ろうかり

いために

き、また什の人達が11:征していっ

たことによって、主婦達が夫の分までも仕事をし

らなくなったためであった。

こみなと

3. f/J、湊セツルメントj の様相

川小湊セツルメントの開所

青森県東津幹部小湊町(現

荘:青森県束、津軽郡平内町ソト湊〉におかれた。巧

線小j奏窮かち数1"0

ることが出来ないといふような牒

(21)であったという O 田山セツルメン卜と

同様に小湊でも、下町時は樺太や北海道へのIH絃ざ

19 

小湊セツJL-メントをとりまく状況

の控物を建ててい

されてい

の舘物へと転々としていた。

風片がないことを合めて条件が悪く、 品I時閉鎖を

決めた (1936年 12Jj)が、セツルメント

町や県はこの悪条件の建物につし

ったのを転換し、継続を嘆願しているひ

さらに、県はミシン己台を寄贈し、日赤青森県支部

は 1937(昭和 12)1f.，二子ど¥ものために 100[L]を助

成すると表明している。結局、古の時期は閉鎖し
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て4月

う二

上上胞を小湊IlifiJ;;貸している。そ

1937 (昭和 3Hには新築

4月には完成している。

斗時小糠セツんメントにおし

所有さ

ると、

セツルメン

が、罰Jも県もセツルメントさと詳師し、時代の要請

りにされていたと考えられる。

ているというのである。これは、

よってごのような晃解が示おれるに~);たっ

たとみるごとができる。

ツルメントにおいてもIJJI L!セツルメン

と同様に裁縫をはじめとする中活技術の指導が行

小学校の入学式の口は町中で子どもたち

の服が話題となったという。

小湊セツルメントでは、 1938 昭和 13)if. 10月

ち2キ口離れたとごろ

よって

ものであり、その決定には Hlj

よって食糧増障の霞命が確認され、

もを家においておくわけにはいかないごと

から始まったいわば患繋期の共同指習所であっ

た。

おわりに

ひと

るごととなり、あと

った。本稿

においては、ふたつのセツノレメントの様相を怯え

~fEH幾世氏からは ら考えると しい

20 

ノト協セ、ソルメンiつの様相

当時としてはとれがギリギ

L 、。Jと

り

い。 しかしなが

いう点からみて、やは

主れていった部分は百めな

援助を必要としていた当時の

人々 その11:出力を引きH¥し、同じょ

を経験しながら活動を行ったととつ

やはり評価できょう。 東北セツんメントの連

註

者・医師といった争く

ていったのかという点について

らかにしたいと考えている。

(1) 111-:のセツルメントは厳情な定義からするとツル

メントとはいえない場合があるとし寸;言語がある……

;I<同IEGr比較研究の視点止課題(日本地域福祉'下

余地域福祉史研究会編 nを域tliItl上山許説 地域福

祉の形成と !J~r，f1 '11央法規出版、 1993{ド〉

プこでは、11時の名称のまま友現することとする。

な)7I11;1l IJ:・出辺竹代日住づれ新しい抹fTさと求めて』日:

上文化、 1982{F、p.155 

(3) 大友信勝 Iu{1和恐慌別における京JtlメWrと社会事業j

『社会事業:史研究』第 25号、 1997{ド10Jl、p.67 

}討議光 r農村社会事業高1tJ社会制社調責務究会

日本の社会事業調査J別市内房、 1983年)p.3怖

この文献には輿付がないが、『記録~ p.5誌によると発

ij'dれたのは 1936 (U{~ポ1111 )年

(6) '11時かん農村の'!:.問調丘として高く ti引出されてお

り、上ぷ{拐の文献におし、て紹介されている。 また、抄

録でiまあるが社会組長1:調査研究会 Kiffli~戦 rlíírl 本社会
事業調布資料集成第八巻』動車 ， ~;.fjj 、 1993 年に収め

られている。

(7) ~物語~ p. -15 

(8) ~ltJi賢~ p. :3 

(9) 録~ p. 9 

(10) 正記会 p.23 

IIIJ上書 p.9 

2) 杉山 )l~治郎は、農村社会発同によって苦のような鱗

保協助のせをすることができないから農村独1'l0)

社会事業が必経(::U要問』で述べている。

(J3) ~物語~ pp. 46 -17 
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